
総合事業等に関する市町村の取組

宮城県気仙沼市

平成29年9月 作成
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総人口：65,488人

高齢者人口：23,470人

後期高齢者人口：12,470人 住民基本台帳より（Ｈ29.3.31現在）

高齢化率：35.8％

後期高齢者割合：19％

要介護・要支援認定者数：4,017人 厚生労働省「介護保険事業状況報告」（H29.3月月報）

要介護認定率： １７．１％

介護予防・生活支援サービス事業対象者（チェックリスト対象者）数：38人
（気仙沼市調べ）

地域包括支援センター数：４箇所（直営１、委託３）

第6期介護保険料：4,900円

宮城県気仙沼市

基礎データ



平成28年4月 新総合事業へ移行

○ 経緯

★ 事業者説明会の実施。

★ 研修の実施

★ 市民への周知

報酬等について説明し
理解を得た。

A型サービスの従事者を対象に
18時間の研修を実施
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スムーズな移行に向け

新しい総合事業

住民向けチラシ

チラシの作成
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新しい総合事業

○ サービスの設定

★ 介護予防・生活支援サービス

★ 一般介護予防

気仙沼市のサービス

利用の流れ
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新しい総合事業

○ サービスの設定

★ 訪問型サービス

現行相当

サービスＡ（基準緩和型）

気仙沼市のサービス

サービスA（基準緩和型）は
従来の8割の単価設定
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新しい総合事業

○ サービスの設定

★ 通所型サービス

現行相当

サービスＡ（基準緩和型）

気仙沼市のサービス

サービスA（基準緩和型）は
従来の7割の単価設定
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○ 今後の展望 （総合事業）

★ 訪問サービスC（短期集中型）が必要と考えている。

★ 交流サロン事業のなかから、通所サービスBに発展できないかと考えている。

新しい総合事業

★ 交流サロン事業（一般介護予防事業）

みんなで気軽に集える場づくりを応援

助成対象団体等
自治会、新たに取り組む任意の団体、ボランティア団体など

開催頻度
週に1回程度を目標として、可能な範囲での開催（年間20回以上）

1回あたりの参加人数・開催時間
おおむね65歳以上の方5人以上の参加で、1回あたり2時間程度の開催を目安

サロンの内容例
お茶飲み会、料理を持ち寄っての昼食会、料理教室、季節の行事などのお楽しみ会
体操、脳トレ、手芸、カラオケ、囲碁、健康麻雀、健康講座など
畑作り、草取り、花作りなど農園作業など

運営費
開催1回あたり2,000円に、開催回数をかけた金額を上限。（最大52回分まで）
賃借料：会場借用料や畑等の使用料として、月額上限10,000円
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気仙沼市内に33団体

平成29年1月時点

新しい総合事業
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交流サロン実施団体一覧 気仙沼市内に33団体

平成29年1月時点

平成28年度交流サロンの活動事例

団体名：気仙沼健康長寿推進隊
活動地区： 市内全域
活動場所： みやぎ生協気仙沼メンバー集会室「COOPぽけっと」
活動日時： 第1・2・3水曜日 13時30分から15時
平均参加者数： 15人程度
主な活動内容： ストレッチ、筋力トレーニング、ステップ台昇降運動、海潮音
体操、お茶飲み、手芸 など
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参加者のみなさんの声

みんなで声を出しながらストレッチや指の
運動等のウォーミングアップをするところから
サロンが始まります。指の運動は、左右で
違った動きをするので頭の体操にもなります。
また、ステップ台を使った運動では、簡単な
コグニサイズ（みんなでステップしながら拍
手）をしたり、しりとりしながら台を上り下りす
るので、体も脳も一生懸命に働かせていま
す。海潮音体操では、より体に効くように自
分たちでアレンジを加えて体操しています。
みんなで笑いながら体を動かすととても気持
ちがよく、夜はぐっすり眠れるようになりまし
た。痛みがないか等体の調子に耳を傾けな
がら、無理のない範囲で健康づくりに力を入
れていきたいです。

無理せず健康作り！
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生活支援体制整備事業

○ 圏域の設定

１層 市全域

２層 １６圏域

・ 気仙沼市の日常生活圏域は９圏域

地区社会福祉協議会の圏域１６圏域

○ 生活支援コーディネーター H29.4配置
市社協に委託 １層1名、2層16名

○ 協議体 H29.4設置(第１層)

より住民の感覚に近い

地区社協圏域を2層とし

て設定した。

住民主体の取組であるため
第２層　地域支え合い推進員配置区分

日常生活圏域 民協圏域
地区社会福祉
協議会圏域

世帯数 人口 高齢者 高齢化率 担当包括

西 西 3,651 8,304 2,714 32.68%

上 上 1,845 3,911 1,659 42.42%

中央 374 754 352 46.68%

魚町 385 791 368 46.52%

南町・柏崎 293 528 205 38.83%

南 南 910 1,764 719 40.76%

鹿折 鹿折 鹿折 2,088 5,191 1,899 36.58% 北部

松岩 松岩 松岩 3,383 8,509 2,936 34.50%

新月 新月 新月 2,434 5,970 1,984 33.23%

階上 階上 階上 1,623 4,229 1,423 33.65%

面瀬 面瀬 面瀬 2,425 6,442 1,939 30.10%

大島 大島 大島 1,048 2,587 1,240 47.93% 大島

唐桑 唐桑 唐桑 2,283 6,356 2,541 39.98% 北部

小泉 546 1,481 558 37.68%

津谷 1,783 4,987 1,700 34.09%

大谷 1,300 3,684 1,238 33.60%

26,371 65,488 23,475 35.85%計

直営

直営

南部

気仙沼
中

本吉本吉

2層の配置

コミュニティ・生活支援専門部会（第１層協
議体）
構成員：市社協，地区社協，自治会長，シルバー人材センター，地域
包括支援センター，身体障害者福祉協会，障害者支援センター，
NPO/NGO，ボランティア，日本郵便，商工会議所，生協，タクシー協
会，警察署，消防本部

気仙沼市における生活支援体制整備事業イメージ

コミュニティ・生活支援専門部会（第１層協議体）
構成員：市社協，地区社協，自治会長，シルバー人材センター，地域包括支援セン
ター，身体障害者福祉協会，障害者支援センター，NPO/NGO，ボランティア，日本
郵便，商工会議所，生協，タクシー協会，警察署，消防本部

地域支え合い推進員 ： 地域における生活支援等サービスのコーディネート業務を担う
協議体 ： サービス充実のため，定期的な情報共有，連携強化の場として設置する

●●●

Ａ地区社会福祉協議会
（第２層協議体）

互助を基本とした地域の多様な主体による多様な生活支援等サービスが創出されるよう，「地域支え合い推進員
（生活支援コーディネーター）」や「協議体」を設置し，地域包括ケアシステムの構築を推進する。

地域包括ケア推進協議会

地域支え合い
推進員

地域支え合い
推進員

地域支え合い
推進員

地域支え合い
推進員

地域課題の
抽出・集約

B地区社会福祉協議会
（第２層協議体）

C・D地区社会福祉協議会
（第２層協議体）

協議結果の
ﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ

地域支え合い
協力員（地区選出）

地域支え合い
協力員（地区選出）

地域支え合い
協力員（地区選出）

地域支え合い
協力員（地区選出）



自治会単位の圏域

地区社会福祉協議会の圏域（第２
層）

市町村単位の圏域（第１層）

声かけ

交流サロン
ガーデンカフェ

協同組合
サークル活動な
ど

気仙沼市の生活支援体制整備事業

社会福祉法
人

配食＋見守りなど
ボランティ
ア

安否確認など

民間企業
移動販売・
新聞配達など

ＮＰＯ
食材配達な
ど

隣り組
隣り組

隣り組

見守り

地区社会福祉協議会の圏
域

（第２層）

自治会

地域支え合い推進員
（第１層）

地域支え合い推進員（第２
層）

協議体

ゴミだ
し

民生委
員

保健推進
員

自治会
長

地域支え合い協力員

ｼﾙﾊﾞｰ人材ｾﾝﾀｰ
家事援助など

隣り組

協議体
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おわり


